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川西航空機と父の思い出のこと 

三俣雄一（父から聞いた話 終戦時、25歳の話） 

 

「soraかさい」展示物の川西航空機株式会社の帳面を見て、父を思い出した。 

父（大正 9年 2月 20日生）は加古川市中津生まれ。川西（※勤務場所は聞いていないとのこと）で

働いていて、一番最初から厚生年金を掛けていたと話していた。満州へ出征して、伍長で終戦をむ

かえ、何千人に一人の善行表彰状をもらっていた。 

稲刈りの時、ゲートルを朝巻いて夜までほどけることがないとおじが感心して言っていた。 

近所で廃品回収の新聞がきちっとたたまれ、括られているのも評判だった。 

病で倒れる 78歳迄。 

 


